




いずれの地域でも3ヵ月乳検を基盤にして,6ヵ月時にマススクリーニングが実施されてい

る。少数の地域を除いては VMA 定性テストが用いられている。本テストの問題点の 1つに

VMA 肉眼比色によるために,偽陽性が出現する。そのため再検率が高くなることは既に知ら

れている。表 2に示したように,定性反応で陽性を示し精検を必要とした 15 人の乳児のう

ち1例の割合でNBが発見されることから＋例の精査に対しては家族に不安を与えないよう

に各地域の行政,医療担当者の充分な配慮を必要とする。そして,精密検査のスケジュール

としては,図 1に示したような各種検査を行う。これを最少必要限度とする。もし,腫瘍を

触知すれば直ちに,NB 患児として取りあつかう。縦隔腫瘍の発見には X-P が,腹部腫瘍の発

見にはエコーが必須である。そして 1回のみの精検ではなく,1ヵ月後と 3ヵ月後－多くの

例は 1 才頃に診察と尿中 VMA,HVA,クレアチニンの測定を行い,腫瘍のないこと,尿中

VMA,HVA の増加のないことを確認しておくとよい。 


